
環境配慮型製品シリーズ                 ミリオン化学株式会社 

 タ イ プ 特   長 製 品 名 内   容 

I 液体脱脂剤 製品袋の廃棄が不必要 
・グランダクリーナー２５００ 

シリーズ 

粉末タイプで使用されている製品紙袋の廃棄が不必要 

となり、また取り扱い作業が容易 

II 低環境負荷脱脂剤 ノンリン、窒素脱脂剤 
・グランダクリーナー２０２０、 

２０６０シリーズ 
環境に負荷が大きい P、  N を含まない脱脂剤 

III 〃 
生分解性、及びノンノニルフェノー

ル脱脂剤 

・グランダクリーナーＳＯＦＴ 

シリーズ 

生分解性の良好な、  ノンノニルフェノール系界面活 

性剤を用いた脱脂剤 

IV 
低環境負荷リン酸亜鉛 

皮膜化成 
Ni、Mn、F フリー ・グランダクリーナー４１００シリーズ 

環境に負荷が大きい Ni、Mn(PRTR 法該当物質)、及び 

フッ素を含有しない 高性能リン酸亜鉛皮膜化成剤 

V 〃 低エネルギー、低廃棄物処理 
・グランダーＥＴシリーズ 

・グランダー４１４０ 

処理温度、 廃棄物 （スラッジ） を従来タイプより低減 

したリン酸亜鉛皮膜化成剤 

VI 〃 低窒素 ・グランダーNN-１ 
排水規制の厳しい窒素の含有量を従来品より大幅に 

低減したリ ン酸亜鉛皮膜化成剤 

VII 
アルミニウム合金用 

低環境負荷皮膜化成 

クロムフリー化成処理皮膜剤 

三価クロム化成処理皮膜剤 

・グランダーAL-５００X 

・グランダーＡＬ-５７０ 

・グランダーＡＬ-５９０シリーズ 

一般塗装下地 （金属酸化物系） 

一般塗装下地、 ホイール向け （金属酸化物系） 

六価クロムフリー （三価クロム系） 

VIII 
マグネシウム合金用 

低環境負荷皮膜化成 
クロムフリー化成処理皮膜 ・グランダーＭＣ-１０００シリーズ 

リン酸カルシウム-マンガン複合皮膜を形成させる 

低環境負荷皮膜化成処理システム 

IX 
塩素系溶剤を含まない 

塗膜剥離剤 
塩素系溶剤レス 

・ペイントール６００ 

・ペイントール MG-７２０ 
塩素を含まない剥離剤 

 



液液体体脱脱脂脂剤剤
環境問題及びＩＳＯ取得の関連で製品袋の廃棄処分等が問題 ており液体製品を開発。

製 品 名 処理 濃度 時間 特 徴
グランダクリーナー２５２０ 浸 漬 ７.０％ ５ ０℃ ５～１０分 一般用

グランダクリーナー２５９０Ｘ スプレー １０.０％ ５ ０℃ ２～３分 一般用

浸漬

薬品名 濃度 温度 ２.０ ４.０

従来品（当社、中アルカリ型） ３.０％ ５５℃ ▲ ○

グランダクリーナー２５２０ ７.０％ ５５℃ ▲ ○

スプ

薬品名 濃度 温度 １.０ １.５

従来品（当社、中アルカリ型） ２.０％ ５５℃ ▲ ○

グランダクリーナー２５９０ｘ １０％ ５５℃ × ○
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各脱脂液には油を３ｇ／Ｌ

混入

判定符号

◎１００％完全脱脂

○８０～９９％脱脂

▲５０～７９％脱脂

× ０～４９％脱脂

浸漬時間（分） ス

脱脂性

ⅠⅠ

となっ

温度
０～７

０～６
時間（分）

６.０ ８.０ １０

◎ － －

◎ － －

レー時間（分）

２.０ ２.５ ３.０

◎ － －

◎ － －

薬薬薬品品品補補補給給給ががが簡簡簡単単単

薬薬薬品品品ををを自自自動動動補補補給給給

液体のため作業性が良い

薬注ポンプを使用することに

より自動補給ができる

容容容器器器のののﾘﾘﾘｻｻｻｲｲｲｸｸｸﾙﾙﾙ化化化
容器がポリコンのためリサイク

ルができ廃棄処分の必要無し

1.5 2 2.5 3

従来品

液体品

プレー時間（分）



ノノンンリリンン・・窒窒素素脱脱脂脂剤剤
近年、排水にてＰ.Ｎの規制がきびしい中、アルカリビルダーと界面活性剤の組み合わせで解消。

製 品 名 処理 濃度 温度 時間 特 徴
グランダクリーナー２０２６ 浸 漬 ３.０％ ５０～６０℃ ５～１０分 非ノニルフェノール使用

グランダクリーナー２０２７ 浸 漬 ３.０％ ５０～６０℃ ５～１０分 強力タイプ

グランダクリーナー２０６４ スプレー ２.０％ ５０～６０℃ ２～３分 非ノニルフェノール使用

グランダクリーナー２０６５ スプレー ２.０％ ５０～６０℃ ２～３分 強力タイプ

スプレー時間（分）

薬品名 濃度 温度 １.０ １.５ ２.０ ２.５ ３

従来品 ２.０％ ５５℃ ▲ ○ ◎ －

２０６４ ２.０％ ５５℃ × ○ ◎ －

２０６５ ２.０％ ５５℃ ▲ ○ ◎ －

浸漬時間（分）

薬品名 濃度 温度 ２.０ ４.０ ６.０ ８.０ １０

従来品 ３.０％ ５５℃ ▲ ○ ◎ － －

２０２６ ３.０％ ５５℃ × ○ ◎ － －

２０２７ ３.０％ ５５℃ ▲ ○ ◎ － －

各脱脂液には油を３ｇ／Ｌ

混入
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脱脂性
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に された化学物質が動物の体内でホルモンに似た作用を示しエンドクリンを撹乱することが、指摘され、その

品 名 処理 濃度 温度 時間 特 徴
ン リーナー２６SOFT 浸 漬 ３.０％ ５０～６０℃ ５～１０分 一般用

ン リーナー２０３５SOFT 浸漬ｽﾌﾟﾚｰ ３.０％ ５０～６０℃ ５～１０分 浸漬、スプレー兼用

ンダ ーナー２０９２SOFT スプレー ２.０％ ５０～６０℃ ２～３分 一般用

ン リーナー４８７SOFT スプレー ２.０％ ５０～６０℃ ２～３分 弱アルカリタイプ

浸漬時間（分）

薬 濃度 温度 ２.０ ４.０ ６.０ ８.０ １０

３.０％ ５５℃ ▲ ○ ◎ － －

２ Ｔ ３.０％ ５５℃ △ ○ ◎ － －

２０ ＦＴ ３.０％ ５５℃ ▲ ○ ◎ － －

ー時間（分）

薬 濃度 温度 １.０ ２.０ ２.５ ３.０

２.０％ ５５℃ ▲ ◎ － －

２０ ＯＦＴ ２.０％ ５５℃ △ ◎ － －

２０ ＯＦＴ ２.０％ ５５℃ ▲ ○ ◎ － －

４８ ＦＴ ２.０％ ５５℃ × △ ○ ◎ －

脱脂 は油を３ｇ／Ｌ混入 判定符号 ◎ １００％完全脱脂

○ ８０～９９％脱脂

▲ ５０～７９％脱脂

× ０～４９％脱脂
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浸漬時間（分）

スプレー時間（分）

一 して、ノニルフェノールが挙げられております。界面活性剤メーカーの協力のもと、非ノニルフェノール及び
性 脂剤を開発。

生生分分解解性性及及びび非非ノノニニルルフフェェノノーールル脱脱脂脂剤剤

脱脂性

ⅢⅢ
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   ノノンンニニッッケケルルリリンン酸酸亜亜鉛鉛皮皮膜膜剤剤  

 

     Niは排水規制及びPRTR法「特定第１種指定化学物質」に該当のためノンNi皮膜剤を開発。 
 

 

製 品 名 処理 濃度 温度 時間 特   徴 
 

グランダー４１３５ 撹拌浸漬 ４.４％ ４０～４５℃ ２～３分   電着塗装用 

グランダー４１３６ 撹拌浸漬 ４.４％ ４０～４５℃ ２～３分 電着塗装用   ノンフッ素 

グランダー４１８７ スプレー ５.０％ ４０～４５℃ ２～３分 電着塗装用 

グランダー４１８５ スプレー ５.０％ ４０～４５℃ ２～３分 一般焼付塗装用 

 
 
       

       
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

   
   
   
   

    
   

 
   

 
   

 
   

 
   

 
２．０～２．１    

 
２．０～２．１    

 
１．７～１．８    

 
１．７～１．８    

    
２～３％    

 
２～３％    

 
３～４％    

 
３～４％    

               

皮膜品質

さらに 

グランター４１３５   グランター４１３６  

皮膜重量(ｇ／㎡) 

耐アルカリ重量減(％) 

皮膜結晶 

(×１０００) 

試験品：ダル鋼板（SPCC-SD） 

処理工程 脱  脂 皮膜化成 表面調整 水洗 水洗 純水洗 脱  脂 

グランター４１８７   グランター４１８５  

ⅣⅣ  



低低温温..低低ススララッッジジリリンン酸酸亜亜鉛鉛皮皮膜膜剤剤
低温.低スラッジ皮膜剤の開発。

製 品 名 処理 濃度 温度 時間 特 徴

グランダー４１４０ 撹拌浸漬 ４.４％ ３０～３５℃ ２～３分 低温．低スラッジ

グランダーＥＴ－２５０ スプレー ５.０％ ２０～３５℃ ～３分 低温．一般焼付塗装用

グランダーＥＴ－７５０ スプレー ５.０％ ３０～４０℃ ～３分 低温．電着塗装用

２．０～２．３ １．８～２．４ ０．８～１．０

皮膜品質

試験品：ダル鋼板（SPCC-SD）
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低低窒窒素素リリンン酸酸亜亜鉛鉛皮皮膜膜剤剤
水質基準が厳しい昨今排水処理のN対策として、低N皮膜剤を開発。

製 品 名 処理 濃度 温度 時間 特 徴

グランダーNN－１ スプレー ５.０％ ４５～５０℃ ２～３分 低N皮膜剤

２．６～２．８ ２．３～２．５

皮膜品質

試験品：ダル鋼板（SPCC-SD）

皮膜化成表面調整水洗脱 脂

窒素量(処理浴・廃水)

処理工程

水洗純水洗
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従 来品 NN- 1

低
減

廃 水 Total 窒素量（ppm） ４０ ～ ５２ ６ ～ １１

廃水での窒素含有量が１／５～１／６に減少します。

従来品 ＮＮ－１

皮膜重量(ｇ／㎡)

皮膜結晶

(×５００)

処理浴 Total 窒素量（ppm） ３５００～４７００ ５５０～１０００

従来品 ＮＮ－１

ⅥⅥ



アアルルミミニニウウムム合合金金用用ククロロムムフフリリーー化化成成処処理理皮皮膜膜剤剤

クロムは排水規制及びPRTR法「特定第１種指定化学物 」に該当のためノンクロム皮膜剤を開発。

製 品 名 処理 濃度 温度 時間 特 徴

グランダーＡＬ－５００Ｘ スプレー浸漬 ５.０％ ４５～５０℃ ２.０～３.０分 無機皮膜、一般用

グランダーＡＬ－５７０ スプレー浸漬 ３.０％ ３５～４０℃ １.５～２.５分 無機皮膜、無色系

２５時間 ５０時間 １００時 １０００時間 ２０００時間 ３０００時間 ３０００時間

ゴバン目 ゴバン目 ゴバン フクレ幅 フクレ幅 フクレ幅 剥離幅

Ａ１０５０Ｐ ◎１００ ◎１００ ◎１０ ０㎜ ０．５㎜ ０．５㎜ ０．５㎜

Ａ６０６３Ｓ ◎１００ ◎１００ ◎１０ ０㎜ ０．５㎜ ０．５㎜ ０．５㎜

Ａ１０ ◎１００ ◎１００ ◎１０ ０㎜ ０．５㎜ ０．５㎜ ０．５㎜

Ａ６０ ◎１００ ◎１００ ◎１０ ０㎜ ０．５㎜ ０．５㎜ ０．５㎜

Ａ１０ ◎１００ ◎１００ ◎１０ ０㎜ ０㎜ ０㎜ ０㎜

Ａ６０ ◎１００ ◎１００ ◎１０ ０㎜ ０㎜ ０㎜ ０㎜

Ａ１０ ×沸騰水浸漬１時間で全面剥離 ５.５㎜ ６.５㎜ ６.５㎜ ６.５㎜

Ａ６０ ×沸騰水浸漬１時間で全面剥離 １２.５㎜ １２.５㎜ １２.５㎜ １２.５㎜

塗塗 膜膜 品品 質質
塗料：アクリル樹脂系

沸騰水浸漬試験 塩水噴霧試験

グランダー
ＡＬ－５００Ｘ

試験項目

時間
薬 剤 素材

沸騰水浸漬試験： ９５℃ の沸騰水に一定時間浸漬後、ゴバン目試 機で１㎜間隔で１００目ゴバン目を描きセロテープを

圧着

脱 脂
処理工程

※グランダーＡＬ－８ＥＶ メート皮膜剤・・・濃度（４.０％）温度（３５℃ 間（３.０分）

塩水噴霧試験 ： JIS－

グランダー
ＡＬ－５７０

グランダー

溶剤脱脂

ＡＬ－８ＥＶ１

ⅦⅦ
５０Ｐ

６３Ｓ

５０Ｐ

６３Ｓ

５０Ｐ

６３Ｓ

以上

1：クロ
後、一気に引剥し残留目数を１００点法で表す

被膜化成エッチング水洗 水洗 純水洗

Z-2371に基づき一定時間噴霧を行いクロスカ いのフクレ、テープ剥離幅（片側最大）を測定
質

間

目

０

０

０

０

０

０

験

。

水洗

）時

ット沿



アアルルミミニニウウムム合合金金用用33価価ククロロメメーートト皮皮膜膜剤剤

製 品 名 処理 濃度 温度 時間 特 徴

沸騰水浸漬試験： ９５℃以 沸騰水に一定時間浸漬後、ゴバン目試験機で１㎜間隔で１００目ゴバン目を描きセロテープを

皮膜化成エッチング水洗 水洗 純水洗脱 水洗
処理工程

塩水噴霧試験 ： Z- に基づき一定時間噴霧を行いクロスカット沿いのフクレ、テープ剥離幅（片側最大）を測定

ⅦⅦ

圧着後 に引剥し残留目数を１００点法で表す。

膜膜品品質質 塗塗膜膜品品質質

沸騰水浸漬試験（２４時間）項目

素材 ゴバン目

Ａ１０５０Ｐ １００／１００ １００／１００

ＡＤＣ－１２ １００／１００ １００／１００

塩水噴霧試験（１０００時間）項目

素材 フクレ幅（片側最大） 剥離幅（片側最大）

Ａ１０５０Ｐ ０㎜ ０㎜

ＡＤＣ－１２ ０．５～１．０㎜ ０．５～１．０㎜

沸騰水浸漬試験

塩水噴霧試験

塗料：エポキシ系プライマー＋熱硬化型アクリル塗料

塩水 試験２４０時間
材：ＡＤＣ－１２

グランダーＡＬ－５９０ 6価ｸﾛﾒ ﾄー皮 較）
白サビ ５％以下

グランダーＡＬ－ 浸漬法 ３.０％ ３５～４０℃ ３～５分 ３価クロム皮膜

白サビ １
脂

JIS－
皮皮

噴霧
素

５９０
膜（比
０％
上の

2371
、一気



 

 
 
 
 

    ママググネネシシウウムム合合金金用用ノノンンククロロムム皮皮膜膜剤剤  
 

 

従来のクロム系皮膜剤に代わる、ノンクロム皮膜剤を開発。  
特許取得２件（特許３２８６５８３・３３０７８８２）、国内外実績ＮＯ１（国内１１ライン・国外１３ライン） 

 
 

製 品 名 種類 対象合金 
 

グランダーＭＣ－１０００ リン酸カルシウムマンガン皮膜化成剤 ＡＺ９１Ｄ・ＡＭ６０（ダイカスト、チクソモールド）・ 

ＡＺ３１Ｂ（プレス用展伸材） 
         
         
    

 
 

 
 
 
 
 
 

皮皮膜膜・・塗塗膜膜品品質質  

皮膜化成 表面調整１ 水洗 脱  脂 水洗 表面調整２ 水洗 純水洗 水洗 
処理工程 

 

  

皮膜重量 

Ｃａ 70～120㎎／㎡ 

Ｍｎ 40～70㎎／㎡ 

Ｐ 120～170㎎／㎡ 

耐食性 塩水噴霧試験 8時間 

変色、腐食なし 

耐湿性 60℃・90%RT・240時間 

変色、腐食なし 

表面電気

抵抗 

接触抵抗値 

0.02～0.8Ω 

 

 

 

皮膜重量 

Ｃａ 300～500㎎／㎡ 

Ｍｎ 100～300㎎／㎡ 

Ｐ 800～1000㎎／㎡ 

耐食性 塩水噴霧試験 24時間 

変色、腐食 5%以下 

 

能 

 一次密着性                  100/100  

塗料 

溶剤型 
耐湿性50℃･95%RH･100時間       100/100 

塩水噴霧試験 72時間   ｻﾋﾞ､ﾌｸﾚ幅0.5㎜以下   

耐沸騰水性 1時間            100/100 

 一次密着性                  100/100  

塗料 

溶剤型 
耐湿性50℃･95%RH･240時間       100/100 

塩水噴霧試験 480時間 ｻﾋﾞ､ﾌｸﾚ幅0.5㎜以下   

耐沸騰水性 1時間             100/100 

一次密着性                  100/100  

塗料 

ＣＥＤ 
耐湿性50℃･95%RH･240時間       100/100 

塩水噴霧試験1000時間 ｻﾋﾞ､ﾌｸﾚ幅0.5㎜以下   

耐沸騰水性 1時間              100/100 

塗料：溶剤（2ｺｰﾄ2ﾍﾞｰｸ）下塗り・エポキシ系 上塗り・アクリル系 膜厚６０μ 

ＣＥＤ（カチオン電着塗装、単膜）膜厚２０μ 

パソコン携帯 

電話筐体部品 

抵電気抵抗皮膜 パソコン携帯 

電話筐体部品 

 

抵電気抵抗皮膜 
自動車部品 

その他 

防食皮膜 

自動車部品 

その他 

防食皮膜 

塗 膜 性 能 皮 膜 性 能 

ⅧⅧ

８８

５５ 



塩塩素素系系溶溶剤剤をを含含ままなないい塗塗膜膜剥剥離離剤剤
従来ジクロルメタンを主成分とされておりますが、環境基準、排水、産業廃棄物に関する法律に
より規制されその上、大気汚染防止法の自主管理品にも指定されており地球環境に優しいノン
メチクロタイプの塗膜剥離剤を開発。

特 徴 アルカリ溶剤 加温使用 アルカリ水溶性 加温使用 酸性溶剤 常温使用

濃 度 原 液 原 液 原 液

温 度 ７０～９０℃ ７０～９０℃ 常温（２０～３０℃）

メラミン塗膜 ○ ● ◎

アクリル塗膜 ○ ● ◎

粉体塗膜 ● ● ◎

カチオン電着 ● ◎ ○

塗膜剥離性 ： （優） ◎＞○＞●＞△＞× （劣）

アルカリ溶剤タイプ アルカリ水溶性タイプ 酸性溶剤タイプ

ペイントール６５０Ｓペイントール６２０Ｓ－２ ペイントールＭＧ－７２０

塗膜剥離状態

剥離前 剥離後

剥剥離離剤剤：：ペペイインントトーールル６６５５００ＳＳ（（原原液液××２２３３℃℃××６６時時間間））

塗塗 膜膜：：粉粉体体塗塗料料（（塗塗膜膜厚厚１１５５００～～２２００００μμ））

使用条件

塗膜剥離性

ノノンンメメチチククロロ剥剥離離剤剤

ⅨⅨ

被塗装物を浸漬するだけで、簡単に塗膜を剥離しますから塗替作業、

塗装ハンガーの剥離作業等の能率向上に最適です。


